
電子機ثや通信機ث、導体製造装置、コンピューター
周ล機ثなどのᝑ体や部品は「൘金加工」により製造さ
れることが多い。なかでも高い加工精度を要求されるも
のや寸法公ࠩの少ない加工は「精密൘金」といΘれる。
社は精密൘金を中心として、設計から製品組み立て
まで行い、高い技術力と管理により「٬ސ満度」の向
上を目指している。൘金加工とは、金ଐ൘を断し、݀
開け、ωジ݀開けの΄か、ۂげや溶などの加工を施し、
製品や部品に成形する技術である。お٬様からお༬かり
した図໘データをجに、製品の材料や形ঢ়にదした加工
機（ブランク設備）で最దな加工（ブランク加工）を行う。
ブランク加工とは、精密൘金における最ॳの加工工程
である。図໘データを平໘図に展開した後、プログラミ
ング装置により、加工材料がҠ動する࠲ඪҐ置のや速
度、方向などを指定したＮＣ（/VNFSJDBM�$POUSPM ʹ
制御）データを作成し、それをブランク設備のૢ作൫
でݺび出し�、ૉ材の断や݀開けなどの加工を行う。
ブランク加工の際、加工材料に付くキズを「加工キズ」
とݺび、このキズにはࡉ心の注ҙをはらい、キズを付け
ない工をしながら加工し、生産している。また、最ۙ
は外؍キズҎ外の内部部品にもແキズ製品の要求が高
まͬてきている。
ブランク設備は、そのՔಇؒ࣌とともに部品がফし、
加工キズが付きやすいঢ়ଶにؕるが、加工された製品性
能にがない場合も多く、加工キズの解ফに取り組Ή
企業は少ないのが現ঢ়である。そこで社は、ଞ社との
ࠩผ化を図るため、ແキズ製品の生産に取り組Ήことを
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成果
新たに構築した加工ラインと、
従来の加工ラインでそれぞれ製
造した製品の外観を比較すると
明らかにその違いが確認され、
加工キズの 80％が解消された。

経緯
金属加工品の無キズ製品の要求
が高まるなか、無キズ製品の生
産に積極的に取り組む企業が少
ないことに着目し、無キズ製品
の生産が可能な環境整備を構築
した。

実施内容
ブランク設備の独自メンテナンスマニュアル
を作成。材質や板厚毎に異なる加工の最適条
件を設定するための実験を繰り返し行う。同
時に治工具や金型の整備、改良を行い、無キ
ズ製品を維持するためのデータを蓄積。
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機械加工における精度を引き出すため、金型を定期的に整備することで無キズ製品の生
産率向上を図る。

工程統合・加工領域の拡大、高精度・高品位加工を可能とする新たに導入した「工程統合マシン」。

本事業の成果として、従来の加工ラインでは回避できなかった加工キズの 80％が解消さ
れた。

他社との差別化を図るため、無キズ製
品の生産に取り組むことを決意した代
表取締役社長、及川貢さん。

ܾҙし試作、ڀݚに取り組Ήこととした。

加工キズのない製品の生産に取り組Ήにあたり、最ॳ
にレーβー断加工と݀あけ加工を同一設備により加工
Մ能なブランク複合設備のબ定を行い、工程の౷合、加
工領域の拡大、高精度・高品Ґ加工のできる「工程౷合
マシン」をબ定し、本事業により導入した。このマシン
には、取りѻいઆ໌書のఴ付とともにج本的なメンテナ
ンス߲目もه載されている。これは、機械を安全かつ正
常にՔಇさせるために必要な保क点検であり、最低ݶ行
うき内容である。
社の目的は、ブランク加工の工程で発生する加工キ
ズの解ফである。そのためメーカーਪのメンテナンス
に加͑、社ಠ自のメンテナンス߲目をリストアップし、
この߲目のଥ性を精査しながら、メンテナンス内容及
びそのස度を設定した。
ブランク設備により加工キズが発生する大きな要Ҽは、
この設備が݀あけ加工に必要な金ଐ金型の上を、加工ૉ
材が܁りฦしҠ動し、݀あけ加工を行う組みとなͬて
おり、ૉ材がҠ動した࣌の金ଐ同士の触がキズ発生の
Ҽである。このキズ発生の防止策としてマシンは、加ݪ
工ૉ材が直金型と触しないようにॊらかいブラシに
よりૉ材をුき上げ、加工する構造となͬている。社
では、このブラシの高さの定期的な確ೝや高さҡ࣋の方
法、さらには加工後にブランク設備から加工品を取り出
す際、受けテーブルとの金ଐ触を防止するため、受け
テーブルの上にカーϖットをෑくことやこのカーϖット

の交目安等をマニュアル化した。
ଓいて、今後受注がࠐݟまれる精密൘金製品を予し、
その材質及び൘厚ผの最దな加工件を設定するための
実験を行ͬた。その݁果、材質や൘厚によりキズの付き
方が異なͬたため、材質、൘厚に合Θせた加工件をબ
抜し、ಠ自マニュアルを作成した。実際の運用にあたͬ
ては、この加工件をブランク設備のૢ作൫内にొし、
またաڈに加工実のある好件を同࣌にొし、؆୯
に引き出せるようにするなど、加工件のछ類を増やし
ていくこととしている。
これらのマニュアルにه載した内容を実ફし、ҡ࣋す
るため「治工۩」の整備を実施した。「治۩」とは、作業
効率の向上や加工物を安定させるث۩の૯শで、「工۩」
と合Θせて「治工۩」とݺͿ。これに対し、製品とする
ためૉ材に加工を加͑るものが「金型」である。社で
は受注の度、加工する金型の構造を探り、छ類の成
形金型を自社でى工（製作）している。このなかでも加
工キズが付きやすい「ۂげ」工程では、キズが付きにく
い金型を試作し、改ྑى工することにより加工キズのܰ
、工しているがى本的に金型は自社でج。を図ͬているݮ
入したものを使用する場合でもこれに加工を施し、極ߪ
力キズを付けない対応を行ͬている。
こうしたことから治工۩及び金型をどのように製造し、
加工するかにより加工キズの有ແがࠨӈされるといͬて
もաݴではない。そのため、社の治工۩及び金型製造は、
自社の製造設備 (工作機械 ) を使用し、作成されたオリジ
ナル製品となͬているが、ج本的に社外への販売は行ͬ
ていない。この工作設備により既に成している治工۩
や金型の定期的な整備や改ྑを加͑ることにより、高精

度な加工キズのない製品の生産に݁びついている。

ブランク加工における材質や൘厚ผの加工件マニュ
アルを作成し、治工۩、金型の整備、改ྑを実施し、新
たな加工ラインを構築した。その݁果、ै来の加工ライ
ンではճආできなかͬた加工キズの 80ˋが解ফされた。
このなかでも加工キズが付きやすいが、キズのない製
品要求が多いステンレスやアルミ製品への効果が大きく、
今後の受注拡大が期される。
また、成形金型の改ྑでは、キズなし製品とするため
新たにى工した金型を図໘化し、このى工データをଞの
成形金型の改ྑにも活かすことができた。
本事業により、加工キズのない製品を生産し、これを
保࣋する管理体制の構築へとつながͬた。

加工キズのない製品を製造する工程ライン及び社内の
管理体制が整͑られたことにより、これまで受注を断೦
していたステンレスやアルミ製品の外؍部品の受注もՄ
能となͬた。今後は導体、ҩ療機ث、情報機ث業քの
キズなし製品に加͑、精度が求められる部品やᝑ体の受
注にめたい。
国内の製造業全体の市場規模が縮小向にあるなか、
外؍キズのない製品の製造は、海外に発注されͣ国内で
製造されており、社では加工キズを出さない工程を
。しଓけ、受注拡大を目指すこととしているڀ
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